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女性の晩婚化や生殖医療技術の向上などに伴う出産年齢の高齢化によって、生活習慣病や慢性疾患を持った女
性が妊娠可能となったことから、ハイリスクと考えられる妊娠が増加している。糖尿病は性成熟期における頻
度が多く、プレコンセプションケアが妊娠転帰を改善することが報告されているが、わが国では十分なケアが
行われていない。本研究では実臨床での活用を想定した糖尿病を持つ方のための妊娠・出産・子育てに関する
PCCの情報提供資材、医療者のための知識の充実や情報提供する際のマニュアル、チェックリストを含めたリ
ーフレットを作成することを目的とし、文献レビューに加え、患者の妊娠・出産・子育て関する情報ニーズや
主治医等から受けている情報提供の現状、医療側の知識の普及の程度、情報提供の現状を調査した。調査の結
果、わが国において、医療側のPCCに関する知識の普及の程度、患者への情報提供は不十分であり、患者にとっ
て医療者から受けた情報提供はニーズに即していないことがわかった。この結果をふまえ、今後の課題として
は、①医療・保健従事者に関しては、PCCの知識の充実と時間的な制約の中でも、系統的に患者にプレコンセプ
ションケアを行うことができる、マニュアル（リーフレット）の作成および臨床現場でプレコンセプションケ
アを実践する場面にそった医療者用チェックリストの作成、②糖尿病を持つ女性のための、医療・保健従事者
からの情報提供内容を補完し、患者のニーズを満たすことを目的としたリーフレットの作成を今後の課題とし、
プレコンセプションケアの普及を目指す。 
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Ａ．研究目的 
プレコンセプションケア（Preconception care : P
CC） は適切な時期に適切な知識・情報を女性のみ
ならず男性にも提供し、将来の妊娠のためのヘルス
ケアを行うことである。 
女性の晩婚化や生殖医療技術の向上などに伴う出
産年齢の高齢化によって、生活習慣病や慢性疾患を
もった女性の妊娠が増加し、また小児期・思春期・
若年期に病気になった女性が医療水準向上によっ
て妊娠可能になり、ハイリスクと考えられる妊娠が
増加している。これら医療ケアの必要は生殖年齢女
性に対し、遅滞なく包括的PCCを提供する体制を整
える必要がある。 
糖尿病は性成熟期における頻度が多く、2000年以
前よりPCCが妊娠転帰を改善することが報告され、
費用対効果も明らかであるにもかかわらず、わが国
では十分なケアが行われていない。 
本研究では、わが国においての患者の妊娠・出産・
子育て関する情報ニーズや主治医等から受けてい
る情報提供の現状、医療側のPCCに関する知識の
普及の程度、情報提供の現状を把握し、それらをも
とに、医療・保健従事者等の現場での活用を想定し
た糖尿病を持つ方を対象とした妊娠・出産・子育て
に関するPCCの情報提供資材、医療者のリスキリ
ングのための資材を作成することを目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
１）糖尿病をもった女性のPCCに関する文献レビ
ュー 
Research Questionを「1型糖尿病、2型糖尿病を持

つ妊娠前の女性に対して必要な、情報提供、教育、
指導は何か？」とし、PIECOS(COは省略)は下記と
した。 
P： type1 diabetes mellitus, type2 diabetes m
ellitus ; reproductive age (15～49 years old) 
women; who wish to conceive; preconception 
care; preconception*; pre-conception*; preconce
ptional*; pregestation*; pre-gestation*; pericon
ception*; peri-conception*; interconception*; in
terconceptional*; prepregnancy*; pre-pregnanc
y*; reproductive*; before pregnancy; prior pre
gnancy; 妊娠前; 妊娠可能年齢；生殖可能年齢；プ
レコンセプションケア；プレコンセプション；リプ
ロダクティブ；妊娠を計画している；妊娠を考えて
いる；妊娠を望んでいる 
I: family planning service; family planning ce
nter; family planning education; manag*; pla
n*; counsel*; service*; pregnancy planning; re
productive planning; lifestyle*; counselling; 情
報提供；教育；相談；生活指導；妊娠（の）計画；
ケア；妊娠に向けて；妊娠（の）予定；計画妊娠 
E: effect on pregnancy; effect of preconception
*; negative effect on pregnancy; side effect on
 pregnancy; influence; potential to influence p
regnancy outcomes; 妊娠への影響；妊娠転帰；妊
娠アウトカム；薬の妊娠への影響；妊娠による影
響；妊孕性の変化 
スタディデザイン: 優先順位はシステマティック
レビュー→介入研究→観察研究→総説→症例検討
とし、2000年1月1日から2023年7月31日の期間の
Pubmedと医中誌で検索した。 
 
２）糖尿病専門医、日本糖尿病妊娠学会会員を対象
としたPCCの実態およびニーズの調査 
 分担報告書（荒田尚子 タイトル：各疾患専門医
を対象としたプレコンケアの実態およびニーズの
調査）に記載した。 
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３）糖尿病をもった女性に対するFocus group in
terviewingによる患者ニーズ調査 
 分担報告書（大田えりか タイトル：各疾患の患
者を対象としたPCCの実態およびニーズの調査） 
に記載した。 
 

（倫理面への配慮） 
２）の調査に関しては、国立成育医療研究センター
倫理審査委員会で承認を得て行った（承認番号：2
023－228）。３）の調査に関しては、聖路加国際大
学倫理審査委員会で承認を得て行った（承認番号：
23-A033）。

 
Ｃ．研究結果 
１）糖尿病をもった女性のプレコンセプションケ
アに関する文献レビュー 
文献検索の結果、1822件（Pubmed1219件、医中

誌602件）が該当論文として抽出された。それらを
参考文献として、①性成熟期女性での疾患の頻度、
②一般疾患予後、③疾患と妊孕性（妊娠しやすさ）
疾患が妊孕性に影響していないか？④疾患の妊娠・
分娩や子どもへの影響：病気を持っていることで妊
娠や分娩，子どもに影響するか？どのような影響が
あるか？⑤妊娠の疾患への影響：妊娠することで，
疾患自体は悪化するか？産後短期的、長期的に疾患
に影響するか？⑥現在の治療薬や以前に受けた治
療の妊娠や子どもへの影響：治療薬は妊孕性，流産
や催奇形性，胎児毒性，長期的に子どもへ影響する
か？⑦妊娠前の疾患コントロールの必要性、薬物の
変更や変更のタイミングについて（避妊が必要な場
合の適切な避妊の方法について、授乳と薬物療法に
ついて、各疾患の妊娠前介入の効果について）、に
沿ってレビューした（結果は添付資料を参照）。 
 
２）糖尿病専門医、日本糖尿病妊娠学会会員を対象
としたプレコンケアの実態およびニーズの調査 
 分担報告書（荒田尚子 タイトル：各疾患専門医
を対象としたPCCの実態およびニーズの調査 ）
に記載した。 
 
３）糖尿病をもった女性に対するFocus group in
terviewingによる患者ニーズ調査 
分担報告書（大田えりか タイトル：各疾患の患者
を対象としたPCCの実態およびニーズの調査）に
記載した。 

 
Ｄ．考察 
C.研究結果１）－３）をもとに、現状と問題点・ニ
ーズの把握、next actionをまとめ、チェックリス
トを検討した。 
1.医療・保健従事者等のPCCに対する知識普及の現
状と患者への情報提供の現状と問題点 
はじめに、患者に対する情報提供時期や実際にPC
Cが行われているかどうかに関しては、18歳未満で
は80%以上の割合で、月経開始時期や小児科から内
科への移行タイミングなど、児童にとって節目と
なる時期に合わせた情報提供がなされていること
から、実臨床でも適切にPCCが実施されていると
考えられた。しかし18歳以上の妊娠可能年齢女性
に関しては、妊娠希望の有無の確認が定期的にさ
れておらず、妊娠希望がない場合は情報提供がな
されていないことも多いため、情報提供時期が妊
娠判明後となる割合も多かったことから、実臨床
においてPCCが十分に実施されていない可能性が
考えられた。 
また、PCCの内容に関しては、疾患特異的な内容に
関しては多くの医師が知識を有し、患者への情報
提供が十分になされているが、一般的な妊娠に関

する事項に関しては、知識は有するものの、情報提
供は不十分であった。加えて、妊娠に適さない時期
の避妊方法に関しての情報提供は特に不十分であ
ったが、医療・保健従事者の知識の不足が原因なの
か、一般的な妊娠に関する事項同様、知識はあるも
のの情報提供がなされていないのか、本研究では
検討できなかった。 
PCCの情報提供を担っているのは多くの場合医師
であるため、PCCの必要性は認知されているが、時
間がない、知識がないなどの理由から、PCCが適切
に行えない現状が考えられた。そのため、一般的な
妊娠に関する知識や疾患特異的な妊娠に関する知
識、PCCを行う場合の注意点などをまとめた資材
作成が必要と考えられた。さらに、思春期、若年成
人女性の性と生殖に関する健康問題の情報提供の
場として、学校教育への期待も大きかった。医療現
場だけがPCCの役割を担うことは、負担も大きい。
本研究の趣旨とは外れるが、今後教育現場での妊
娠出産に関連した健康問題への情報提供も充実が
期待された。 
なお、今回の回答者において、直近1年間で妊娠糖
尿病を除いた糖代謝異常の妊娠管理を行った割合
は半数以下であり、日頃妊婦に関わらない医療・保
健従事者が多いこともPCCの普及の妨げとなって
いる可能性が考えられた。 
2.患者へのPCCの現状と問題点 
はじめに、医療者からのPCCの情報提供に関して
は、時期、内容ともに適切と評価されたが、妊娠中
の実際の生活（仕事をしながら妊娠生活を送るこ
となど）により想定される問題点、分娩様式や計画
分娩に関する説明、産後育児をしながら自身の疾
患の状態を良好に保つにはどうしたらいいかなど
具体的な内容に欠けていた。医療機関でもらった
資料には自身の疾患とは異なる妊娠糖尿病のもの
などもあり、糖尿病合併妊娠のための適切な資料
が少ないことが予想された。 
また、妊娠中、患者が不安に思ったことの中で、疾
患の児に対するリスク、出生児が将来糖尿病を発
症するのかなど、児に対する内容が多いことから、
母体に関することだけでなく、児に関することも
情報提供がなされる必要があると考えられた。 
医療機関以外での情報入手先はインターネットが
主であり、リーフレット作成に加え、webページ作
成も検討の余地があると考えられた。 
最後に、カウンセリングとしてPCCの情報提供を
受けることについては、多くの場合、患者の希望時
に、診察と併せた説明を希望されており、別途時間
を設けることや費用の発生に関して医療者側の提
案ではなく、患者本人からの申し出によってPCC
が実施された場合になされることを希望されてい
た。 
なお、糖尿病に関しては患者のエントリーを昭和
大学病院、国立成育医療研究センターで行った。2
施設とも糖尿病を持つ女性の妊娠出産に関して経
験豊富な糖尿病専門医が在籍しており、インタビ
ュー結果に偏りがあることを考慮する必要がある。 



36 

 

3.next action 
医療・保健従事者に関しては、PCCの知識の充実と
時間的な制約の中でも、系統的に患者にPCCを行
うことができる、マニュアル（リーフレット）を作
成することにより、より実臨床でのPCCの普及を
目指す。また、臨床現場でPCCを実践する場合の手
順に沿ったチェックリストを作成する。（文末の補
記「医療者用チェックリスト案」を参照） 
患者に対しては、医療・保健従事者からの情報提供
内容を補完すること、患者のニーズ（妊娠中や産後
の実際の生活を想定した食事や薬物治療の実際、
胎児への影響や遺伝的な問題、実際の症例紹介な
ど）を満たすことを目的としたリーフレットまた
は/及びwebページを作成し、PCCへの認知度をあ
げる。 
 
補記）医療者用チェックリスト案 
□妊娠出産に関する一般的な事項 

a.年齢上昇による妊娠可能性の低下、妊娠・出産・
児へのリスクの上昇 
b.飲酒、喫煙の妊娠への影響（妊娠前の禁煙と妊
娠中の禁酒） 
c.妊娠前からの葉酸サプリメント摂取の必要性 
d.妊娠前のやせ・肥満が妊娠・出産・児に与える
影響 
e.治療上妊娠に適していない時期や、妊娠を望ま
ない場合の適切な避妊方法 

□疾患特異的な妊娠出産に関する事項 
a.妊娠に適した糖尿病管理目標 
b.妊娠前の治療変更の必要性 

c.妊娠期の血糖の変化 
d.母体糖尿病の児への影響 
e.出産時の対応（分娩様式なども含めて） 
f.授乳や育児中に想定される血糖管理の注意点 

 
Ｅ．結論 
わが国において、医療側のPCCに関する知識の普
及の程度、患者への情報提供は不十分であり、患者
にとっても医療者からの情報提供はニーズに即し
ていなかった。 
そのため、糖尿病を持つ方を対象とした妊娠・出
産・子育てに関するPCCの情報提供資材や医療者
用の情報提供資材を作成することが必要と考えら
れた。 
 
Ｆ．研究発表 
1.  論文発表 
 未定 
2.  学会発表（予定） 
 第40回日本糖尿病・妊娠学会年次学術集会（202
4年11月23日・24日） 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
  該当なし 
 2. 実用新案登録 
 該当なし 
 3.その他 
 該当なし

                                         


